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コミュニティバス陶線の現状について 
 

１ コミュニティバス陶線の利用者数について 

  近年、コミュニティバス全体の利用者数が減少傾向にある中で、陶線について 

は、特に利用者減が目立っています。令和２年度からは、新型コロナウイルス感染 

症の影響で外出自粛ムードが高まったことにより、バスの利用者は更に減少しまし 

た。 

  令和３年度の陶線の運行日数は 244 日で、一日の運行回数が６便であることか 

ら、年間 1,464 回運行することとなり、以下の利用実績から、現在の利用者数では 

誰も乗らない便が発生している状態です。 

 

コミュニティバス陶線の利用数実績               単位：人 

Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ 

2,111 1,502 1,361 1,457 1,113 932 

  【参考】 

932 人（R3 実績）/（28 人（乗車定員）×６便×244 日）＝2.27％（年間を通じた乗車率） 

  28 人×2.27％＝0.64 人（一便あたりの乗車数） 

 

２ 過去３か年の時刻別乗降者数について 

  各時刻別の利用者数は以下のとおりです。上下線とも朝と昼過ぎの便の利用割合 

が多く、昼前後の時間帯は利用が少ない傾向です。 

 

   時刻別乗降者数実績（令和元～３年度）                             単位：人 

 発車時刻 / 年度 Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ 合計 

上り 8：55 190 167 187 544 

下り 10：05 230 195 162 587 

上り 10：45 228 141 125 494 

下り 12：15 212 92 109 413 

上り 13：00 292 227 193 712 

下り 13：55 305 291 156 752 

 合計 1,457 1,113 932 3,502 

 

３ 意見交換 

  各地区の公共交通（東鉄バス、タクシー含む）に対する意見や課題、普段の交通 

手段等についてお聞かせください。 


